
 

 

 

 

○ 被災地の特徴 

  岩手県の沿岸地域は、南北に約２２０ｋｍにも及び都市間距離も長

いほか、内陸部との距離も盛岡～宮古間で約１００ｋｍとなっている

など、自然災害発生時における救急活動や物資の輸送、避難時には、

非常に大きな不安を抱えている地域。 

 

○ 高規格幹線道路等が果たした役割 

  今回の地震津波災害では、沿岸部の基幹道路である国道 45 号が各地

で寸断された一方で、3 月 5 日に開通した「釜石山田道路」をはじめと

する「三陸縦貫自動車道」や「東北横断自動車道釜石秋田線（仙人峠

道路）」については損傷がほとんどなく、津波襲来時の避難道路やその

後の緊急物資の輸送道路として極めて有効に機能したほか、地域住民

の避難路としても利用され、まさに「命の道路」であることを痛感。 

 

○ 岩手県の高規格幹線道路等の整備状況 

しかし、高規格幹線道路及び地域高規格道路による本県沿岸縦貫軸

の整備率は未だ２割、「東北横断自動車道釜石秋田線」の釜石自動車道

の整備率は４割弱にとどまる。 

 

○ 復興道路の早期整備と財政支援が必要不可欠 

本地域の復興のためには、「三陸縦貫自動車道」などの三陸沿岸の縦

貫軸及び「東北横断自動車道釜石秋田線」などの横断軸の道路ネット

ワークの構築が必要不可欠であり、これらの道路を『復興道路』と

して位置づけ、 

① 集中的投資による３年間での重点的な整備、遅くとも

５年以内の全線開通が不可欠。 

② 事業実施における地元負担への全面的な財政支援が不

可欠。 
 

三陸沿岸の復興は『復興道路』の整備から！！
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